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〔抄　録〕
長期にわたる不況や日本を取り巻く周辺諸国の経済発展などにより，日本経済全体の縮
小が指摘されている。特に地域経済の衰退傾向になかなか歯止めがかかっていない。それ
に加えて少子高齢化，人口減少が着実に進行しているので，地域経済が置かれている現状
はきわめて厳しいものがある。
その一方で，世界遺産登録で盛り上がりを見せる地域がある。そこには地域に埋め込ま
れた歴史的遺産（資産）を掘り起こすことの価値が示唆されているのである。文化はもと
もと地域との結びつきが深い性質を持っており，世界遺産の事例は，地域文化の発掘が地
域経済に何らかの影響を与えることを示しているのである。
本稿では文化の中でも「巡礼」に焦点を当ててその特質を確認するとともに，その今日
的なあり方について論点を整理してみた。
巡礼は主要宗教にすべて存在する世界共通の宗教的現象である。毎年多くの巡礼者が聖
地を訪れ，そこでその宗教に伝わる何らかの恩恵（ご利益）を享受することで精神的充足
感を味わうのである。最近ではアニメやコミックに関わる聖地巡礼も盛んになっており，
その対象はともかく巡礼が世代を超えた共通の行動様式であることが確認できるように
なった。
巡礼は実際的には旅行であり，観光（ツーリズム）の一部を構成している。この規模が
大きければ大きいほど，巡礼の経済効果が大きくなる。巡礼が行われている地域は限られ
ておるが，よく観察してみると対象地域が移動していることがわかる。
日本では四国八十八カ所のいわゆる「お遍路」が有名であるが，千葉県には弘法大師ゆ
かりの巡礼地（移し四国）が江戸時代に発生して広く行われてきた。本稿では千葉県内で
いまなお毎年盛大に行われている「東葛印旛大師」とすでに消滅している「葛飾大師」に
ついて，その現状と課題を整理して今後のあり方について考え方を述べてみることにし
た。
